
実証実験レポート

【2023年度】特別支援教育における、ロボッ ト を活用し たソ ーシ

ャ ルスキルト レーニング（三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社）

更新日：2023/08/17

三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社は、持続可能な未来をITで実現するこ と を目指し 、高 品質なITト ータ ルソ リ ュ

ーショ ンを提供する企業です。今回、富山県にある「し ら と り 支援学校」「高岡高等支援学校」の2校を対

象と し 、ロボッ ト を活用し たソ ーシャ ルスキルト レーニングの実証実験を実施。「Dig i-PoC TOYAMA

（デジポッ ク と やま）実証実験プロジェ ク ト 」を通し て得ら れた成果や見えてきた課題、展望などについ

て、三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社（以下、三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ ）の西岡裕子様と 山口凪様にお話を伺いまし た。



【イ ンタ ビュ ー対象者】

三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社　

写真左）テクノ ロジー部門　 テクノ ロジー企画部　 担当部長

西岡裕子様

写真右）コ ンサルティ ング・セールス本部　 マーケティ ング部　 セールスプラ ンニンググループ

山口凪様

https://w w w.dcs.co. jp  /

ト レーニングの様子をロボッ ト 内蔵のカ メ ラ で録画し 、生徒の感情の見える化も

【実証実験　 概要】

実証実験の対象と なるのは「し ら と り 支援学校」と 「高岡高等支援学校」の2校。Aldebaranの小型二足

歩行ロボッ ト NAOを活用し たLink&Robo for グローイ ングを「し ら と り 支援学校」ではコ ミ ュ ニケーシ

https://www.dcs.co.jp


ョ ンの授業に、「高岡高等支援学校」では、就労支援のための接客練習に導入。

それぞれのグループごと に段階を踏みながら 、ト レーニングを実施。効果測定の方法と し て、生徒・教員

へのアンケート やスキルチェ ッ ク シート の記述に加え、ロボッ ト の内蔵カ メ ラ で映像を録画し 、それを

感情分析AIにかけて、三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ で数値化などを実施し まし た。

＜し ら と り 支援学校＞　

高校1年生グループ

(1)ロボッ ト （教員が操作）を相手に会話

(2) 初めて会う 人（三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 社員）と 会話、ロボッ ト （教員が操作）は生徒から 見えると こ ろにい

て、応援＆サポート

高校3年生グループ



(1)ロボッ ト （教員が操作）を相手に会話

(2)ロボッ ト （三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 社員が遠隔操作）を相手に会話

(3) 初めて会う 人（別学年の教員）と 会話、ロボッ ト （教員が操作）は生徒から 見えると こ ろにいて、応援

＆サポート

＜高岡高等支援学校＞

前半グループ

(1)ロボッ ト （教員が操作）を相手に練習

(2)ロボッ ト （三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 社員が遠隔操作）を相手に練習



(3)校内にある喫茶店「えびCafé」で、初めて会う 人（三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 社員）に接客、ロボッ ト （教員が操

作）は見えると こ ろにいて、応援＆サポート

後半グループ

・前半グループが行っ た(1)(3)を3月に実施予定

-山口氏：

実証実験を行う 中で、想定外のこ と も あり まし た。Link&Roboは遠隔操作もできるので、し ら と り 支援

学校の高校3年生グループと 高岡高等支援学校の前半グループの実証実験に組み込んだのですが、技術

的な課題が見つかり 長時間の遠隔操作を安定し て行えないこ と が判明。3月に実証実験を行う 予定の

高岡高等支援学校の後半グループの項目から は省く こ と にし まし た。



-西岡氏：

グループごと に実施内容は多少異なり ますが、大まかな流れと し ては、まず「先生が操作するロボッ ト

と 練習・会話」、その後ステッ プアッ プし て「初めて会う 人と コ ミ ュ ニケーショ ン」を行います。

本プロジェ ク ト では、特別支援教育を専門と し ている富山大学の栗林特命准教授をはじ めと する有識

者の皆さ まの協力を仰ぎながら 、実証実験の準備を進めてきまし た。栗林先生に、生徒には初めて会う

人と コ ミ ュ ニケーショ ンをと っても ら う こ と を伝えると 「いつも 練習相手だっ たロボッ ト がそばにい

るだけで、安心し てコ ミ ュ ニケーショ ンできるのではないか」と アド バイスをいただきまし た。

私たちも それぞれ学校に足を運びまし たが、私はし ら と り 支援学校の実証実験に初めて会う 人と し て

参加。事前に決めら れた内容であれば受け答えできるく ら いの中程度の知的障がいのある生徒さ んた

ちでし たが、「NAOく んのお友達の西岡さ んがきまし た」と 紹介し ても ら う と 、担任の先生も 驚く よう な

落ち着いた応答をし てく れたんです。まさ し く 栗林先生のおっ し ゃる通り の反応でし た。

-山口氏：

私は高岡高等支援学校の「えびCafé」に参加し まし た。大変上手にコ ミ ュ ニケーショ ンできていて、当

日いら し た栗林先生も 褒めていら っ し ゃいまし た。当初は1対1の接客のみ実施する予定でし たが、現



場の生徒さ んの反応や表情を見ながら 、こ れまでやっ たこ と がなかっ た2人のお客様への接客にも 挑戦

し 、見事に成功し ていまし た。

ロボッ ト と のコ ミ ュ ニケーショ ンが、生徒ら の自信につながる理由

-西岡氏：

ロボッ ト を用いるこ と によるメ リ ッ ト はいろいろあり ますが、その一つに先生の支援が挙げら れます。

特別支援教育のコ ミ ュ ニケーショ ンの授業では、一人の先生が指導と コ ミ ュ ニケーショ ンの相手役の2

つをこ なさ なければなり ません。も し 、コ ミ ュ ニケーショ ンの相手役をロボッ ト に置き換えるこ と がで

きれば、先生は2人（生徒と ロボッ ト ）の関係を横から 見るこ と ができ、指導に集中できるよう になり ま

す。

ほかにも メ リ ッ ト があり ます。生徒さ んにと って先生は、毎日一緒にいる親のよう な仲の良い人。し か

し 彼ら にと って課題なのは、初めて会う 人や身近な人以外と のコ ミ ュ ニケーショ ンです。初対面の人は

怖く てハード ルが上がるため、ワンク ッ ショ ン置く ためにも 、まずはロボッ ト と 練習をし 、自信を得て

から 次のステッ プに進んでも ら う と いう 役割を果たせると 考えています。

障がいのあるお子さ んは自分に自信を持ちにく く 、失敗に対し て繊細な傾向があると 感じ ています。で



も ロボッ ト が相手だと 、たと えう まく いかなく ても ロボッ ト が間違っているって思えるんです。だから

失敗を怖がる必要がなく なり ます。「ロボッ ト はできないこ と が多いから 、助けてあげよう ね」と いう

導き方ができるのも 大きな魅力ではないでし ょ う か。

また、特別な支援を必要と するお子さ んは、環境に対し ても 敏感です。話し 相手のさ まざまな表情やジ

ェ スチャ ー、言い方の違いが情報過多につながり 、頭の中で処理が追いつかず、相手の話に集中できな

く なると いいます。その点、ロボッ ト は無表情でイ ント ネーショ ンも 常に一定です。そのため、ロボッ

ト が言っているこ と は理解し やすく 、わかるので「も っ と 聞きたい」と いう モチベーショ ンにつながっ

ていく 。「だから 、ロボッ ト はちょ う どいい」と 特別支援教育の研究をなさ っているある先生から お伺

いし て「なるほどな」と 思いまし た。

誰も が対等に自分を全う できる、社会に居場所がある、それこ そウェ ルビーイ ングな世界

-山口氏：

ロボッ ト を活用し た特別支援教育について、全国各地の教育委員会や学校はも ちろん、多く の人に知っ

ても ら う こ と が大切です。こ の『Dig i-PoC TOYAMA』への参加も そう ですが、より 認知をし ても ら える

よう 取り 組んで行かなければなり ません。



-西岡氏：

今回の実証実験では、遠隔操作機能の課題を見つけるこ と ができまし た。遠隔操作は人と つながると い

う 意味でも 可能性を秘めているので、今後も 積極的に試し ていく 予定です。将来的には、全国のロボッ

ト をつないで、自分たちと 同じ よう に障がいを抱えている人たちがそれぞれの場所で、悩みながら も 楽

し く 暮ら し ているこ と を実感し てほし い。また、サポート なし でいろいろなと こ ろに行く こ と はなかな

か難し いと 思う ので、ロボッ ト を介し ても っ と 広い世界を見せてあげたいと 思っています。

私たちが考えるウェ ルビーイ ングな世界と は、障がいがあっても なく ても 、男性でも 女性でも 、誰も が

対等に、自分を全う できるよう な世界のこ と です。

例えば、学校や職場にう まく なじ めなかっ たり 、外国がルーツで日本語を上手に話せなかっ たり する方

たちへのサポート も そう です。コ ミ ュ ニケーショ ンは大切ですが、手段は一つではあり ません。自分が

し ゃべら なく ても 、ロボッ ト がし ゃべってく れれば、それでも いいと 思う ので。

無理なく 、自分のできる範囲で得意なこ と を伸ばし ていき、社会の中に自分の居場所ができる。それを

サポート するためのサービスをICTで実現・提供し ていきたいと 考えています。

・「Link&Robo」は、三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社の登録商標です。

・本サービスは、Aldebaranの「NAO」を活用し 、三菱総研Ｄ Ｃ Ｓ 株式会社が独自に実施し ています。

・「NAO」の名称はAldebaranの登録商標です。
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